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今月の見どころ

10月の出来事
●時事
  8日  ノーベル物理学賞に「ヒッグス粒子」
16日  台風26号、伊豆大島に甚大な被害
●山梨県中央会ニュース
15日  第17回郡内地域組合交流会
19日  第44回中小企業ゴルフコンペ
23日  レディース中央会全国フォーラムin鳥取
24日  第65回中小企業団体全国大会
11月の予定
  8日  組合青年部全国講習会
11日  組合まつり第2回実行委員会
12日  組合青年部県大会
25日  消費税転嫁対策セミナー
　　   情報連絡員会議

　中
央
会
は
、平
成
25
年
10
月
15
日（
火
）に
富
士
吉
田
市
の
ハ

イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
&
ス
パ
に
お
い
て
、1
1
0
名
が
参

加
し
、第
17
回
郡
内
地
域
組
合
交
流
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　勝
俣
明
美
副
会
長
が
開
会
し
、内
藤
悦
次
会
長
の
主
催
者
挨

拶
、山
梨
県
産
業
労
働
部
長
代
理
小
林
明
次
長
、富
士
吉
田
市

長
代
理
前
田
重
夫
副
市
長
の
来
賓
挨
拶
、山
梨
県
富
士
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
所
長
代
理
荒
井
周
一
次
長
の
来
賓
紹
介
を
行
っ

た
。続
い
て
、「
地
域
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
」
│
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
│
の
テ
ー
マ
で
、山
梨
学
院
大
学

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
今
井
久
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。

　講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り

1 

富
士
山
世
界
遺
産
登
録
の
波
及
効
果

　国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
す
る
の
で
、新
し
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
が
必
要
。そ
の
た
め
に
は
、観

光
客（
消
費
者
）は
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
考
え
、ニ
ー
ズ
が

細
分
化
し
た
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
モ
ノ

（
資
源
・
体
験
・サ
ー
ビ
ス
等
）を
的
確
に
提
供
し
な
い
と
逆
効
果

に
な
る
。

2 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
?

　環
境
保
護
、高
齢
者
・
障
害
者
の
介
護
・
福
祉
か
ら
子
育
て
支

援
、ま
ち
づ
く
り
、観
光
等
に
至
る
ま
で
、多
種
多

様
な
地
域
に
お
け
る
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ

あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、こ
の
よ
う
な

地
域
社
会
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、住
民
、

N
P
O
、企
業
な
ど
の
様
々
な
主
体
が
協
力
し
な

が
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
あ
る
。

3 

な
ぜ
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
?

　新
た
な
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
た
こ
と
と
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
認
知
度
が
向
上
し
た
こ

と
に
よ
る
。加
え
て
、企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
意
識
の
向

上
、新
た
な
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
、企
業
や
若
者

が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦

略
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

4 

ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
用
が
期
待
さ
れ

　 て
い
る
の
か
?

　地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
環
境
保
護
・
保
全
、

少
子
化
対
策
と

し
て
の
子
育
て

支
援
、食
糧
自

給
率
の
向
上
、

耕
作
放
棄
地
の

解
消
の
た
め
の

農
業
、超
高
齢

社
会
対
策
と
し

て
の
介
護
、交

流
人
口
・
外
国

人
観
光
客
の
増

加
、地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
観
光
分
野
な
ど
で
あ
る
。

5 

地
域
の
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

　地
域
の
シ
ー
ズ
は
、時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、意
外
な
も
の
が

資
源
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。同
じ
も
の
で
も
違
う
角
度
か
ら
み

る
と
、シ
ー
ズ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、地
域
の
ニ
ー
ズ
の

対
象
は
様
々
で
あ
り
、対
象
に
よ
っ
て
全
く
違
う
の
で
、よ
り
具

体
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　研
修
会
終
了
後
、今
井
教
授
の
進
行
に
よ
り
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
た
。発
表
内
容
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　① 

㈱
ふ
じ
さ
ん
牧
場（
藤
田
太
一
代
表
取
締
役
）

　前
職
で
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
最
重
要
目
標
の
達
成
に

向
け
、本
質
的
か
つ
継
続
的
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
き
た
。そ
の
経
験
を
も
と
に
、山
梨
の
素
晴
ら

し
さ
を
都
会
の
人
に
伝
え
る
た
め
の
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
、中
央
会
な
ど
の
支
援
、農
林
水
産
省
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、宿
泊
+
自
然
・
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
を
前
提
と
し
た
6
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　② 

都
留
信
用
組
合（
斉
藤
信
久
営
業
推
進
部
長
）

　当
組
合
は『
地
域
と
の
共
生
』を
テ
ー
マ
に
、地
域
社
会

の
社
会
福
祉
、環
境
整
備
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
振
興

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
「
御
山

（
お
や
ま
）参
詣
〜
富
士
ま
で
歩（
あ
）る
講（
こ
う
）!
」
を

協
力
実
施
し
て
い
る
。こ
の
事
業
は
富
士
山
の
山
開
き（
7

月
1
日
）に
合
わ
せ
、東
京
か
ら
富
士
吉
田
市
ま
で
約

1
2
0
キ
ロ
を
5
日
間
で
歩
く
イ
ベ
ン
ト
で
、今
年
で
14

回
目
を
実
施
し
て
き
た
が
、世
界
遺
産
登
録
の
影
響
で
応

募
者
が
増
加
し
た
。

　最
後
に
、細
田
幸
次
副
会
長
が
、成
功
裏
に
終
了
し
た
お
礼

を
述
べ
、交
流
会
を
閉
会
し
た
。

第
17
回
郡
内
地
域
組
合
交
流
会
を
開
催

講師 今井久教授

あいさつを述べる内藤会長
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ibuki組合に加入しているメリット
　今
か
ら
20
〜
25
年
前
に
は「
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
は
な
に
か
」と
い
う
こ
と
を
頻
繁
に
問
わ
れ
た
が
、

気
が
つ
け
ば
、最
近
は「
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
」と
い
う

質
問
を
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、組
合
が
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

て
い
る
た
め
な
の
か
、そ
れ
と
も
組
合
の
存
在
が
メ

リ
ッ
ト
論
を
超
え
た
も
の
に
な
っ
た
た
め
な
の
か
。

そ
の
ど
ち
ら
か
だ
と
す
る
と
、答
え
は
前
者
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。

　中
小
企
業
組
合
制
度
が
で
き
て
ま
も
な
く
60
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。組
合
制
度
は
、当
初
は
、金

融
事
業
や
共
同
購
買
・
共
同
販
売
・
共
同
受
注
事
業

な
ど
に
よ
り
、新
た
な
資
金
調
達
が
で
き
た
り
、安

く
買
え
た
り
高
く
売
れ
た
り
と
い
う
経
済
的
利
益

を
判
り
や
す
い
形
で
提
供
で
き
て
い
た
。そ
し
て
、そ

れ
ま
で
提
供
で
き
て
い
た
組
合
の
経
済
的
利
益
の

メ
リ
ッ
ト
が
過
渡
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
の
が
、

今
か
ら
20
〜
25
年
前
で
、前
述
し
た
よ
う
な
問
い
に

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　そ
し
て
、共
同
経
済
事
業
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
現

在
、賦
課
金
を
払
う
と
い
う
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
組

合
員
で
あ
る
こ
と
に
、ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。多
分
そ
れ
は
、〝
組
合
員
で
あ
る
こ
と
の
安

心
感
〞と
い
う
経
済
的
利
益
を
超
え
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　こ
の〝
安
心
感
〞は
、「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
い
れ

ば
怖
く
な
い
」と
い
う
護
送
船
団
的
な
も
の
で
は
な

く
、変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、同
業
者
や

組
合
員
と
情
報
を
共
有
す
る
中
か
ら
変
化
や
対
応

の
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
経
営
者
の
情
報
収
集
の

ア
ン
テ
ナ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。

　そ
ん
な
中
で
、組
合
は
変
化
に
対
す
る
適
格
な
情

報
収
集
と
組
合
員
に
対
す
る
迅
速
な
情
報
提
供
が

で
き
る
能
力
を
持
つ
必
要
が
あ
り
、「
組
合
か
ら
得

ら
れ
た
情
報
で
正
し
い
経
営
判
断
が
で
き
た
」と
い

う
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
機
能
を
持
つ
こ
と
が
、

組
合
員
の
安
心
感
に
応
え
、組
合
に
加
入
し
て
い
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　も
ち
ろ
ん
、中
央
会
も
会
員
組
合
に
と
っ
て〝
中

央
会
に
加
入
し
て
い
る
安
心
感〝
を
提
供
で
き
る
能

力
を
持
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

小規模企業共済制度

　小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者含む）または会社等の役
員の方が事業をやめられたり退職されたりした場合に、生活の安定や事業の
再建を図るための資金をあらかじめ準備しておく国がつくった共済制度で、
「小規模企業の経営者のための退職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、①掛金は全額所得控除。受け取る共済金も退職所得扱
い又は公的年金等の雑所得扱いとなり、節税効果があります。②共済金の額
は、個人事業の廃止で
掛金を約年1.5%相当
で複利運用した額、ま
た老齢給付（年齢が満
65歳以上で掛金納付年
数が15年以上）で掛金
を約年1.0%相当で複
利運用した額です。③急
に事業資金が必要に
なったときは、納付済掛
金の8～9割の範囲内で
事業資金の借入れが可
能です。
　加入できる方は、常時
使用する従業員数が20
人以下の製造業、建設
業等（商業・サービス業
は5人以下）の個人事業
主及び会社等の役員、
個人事業主に属する共
同経営者（個人事業主1
人につき2人まで）で
す。掛金月額は、1千円
～7万円の範囲内で自由に選べます。
　小規模企業共済制度の詳細は http://www.smrj.go.jp/skyosai/をご
覧ください。

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）

　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、経営悪化の危機に
直面してしまったときに資金を借入れることができる制度で、中小企業を守る
ために国がつくった共済制度。無担保・無保証人で、積み立てた掛金の10倍
の範囲内（最高8,000万円）で被害額相当の共済金が借入れ可能。毎月の掛
金も税法上、法人の場合は損金に、個人の場合は必要経費に算入できるた
め、節税効果があることも特徴の一つ。加入後、掛金納付月数が12ヵ月未満

の場合は掛け捨てとな
りますが、以降は掛け
捨てとはならず、任意解
約で40ヵ月以上の掛金
納 付 月 数 で あ れ ば
100%掛金を返却いた
します。
　企業経営には、さま
ざまなリスクが潜んでい
ます。現在の取引先のリ
スク管理や、将来の取
引先のリスク管理を考
えることも重要です。経
営者はそのリスク回避
のために、あらゆる手を
尽くすのが責務といえる
でしょう。また、自社の
発展のために経営革新
（新しい事業の立ち上
げや販路開拓等）を積
極的に行うことはとても
重要ですが、それだけリ
スクも伴います。リスク

マネジメントの手段として『経営セーフティ共済』を賢く利用することをご検討
ください。
　経営セーフティ共済の詳細は http://www.smrj.go.jp/tkyosai/をご

小規模企業共済制度 と 経営セーフティ共済 のご案内

詳しい内容については、中央会（055-237-3215）までお問い合わせください。両共済制度の運営は、（独）中小企業基盤整備機構が行っています。
中小企業基盤整備機構コールセンター　TEL：050-5541-7171　（平日：午前9時～午後7時　土曜：午前10時～午後3時）

問い合わせ
加 入 申 込

取引先の倒産時にしっかりサポート取引先の倒産時にしっかりサポート経営者の退職金経営者の退職金
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2013年9月 2013年9月2013年9月

データから見た業界の動き（平成25年9月分）

収益状況
2012年9月

景況感
2012年9月

売上高
2012年9月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

減少
50%

不変
42%

増加
8%

減少
44%

不変
56%

減少
48%

不変
48%

増加
4%

減少
24%

不変
40%

増加
36%

減少
22%

不変
64%

増加
14%

減少
24%

不変
54%

増加
22%

　本県9月の景況は、全業種のDI値が、売上高＋12（前年同
月比＋56）、収益状況－8（前年同月比＋38）、景況感－2（前
年同月比＋44）となっており、前年同月比は全ての項目で
大きく改善した。業種別のDI値では製造業で、売上高±0
（前年同月比＋50）、収益状況は－5（前年同月比＋40）、景
況感＋5（前年同月比＋50）。非製造業では、売上高＋20（前
年同月比＋60）、収益状況－10（前年同月比＋37）、景況感
－7（前年同月比＋40）となり、業種別においても前年同月
比は全ての項目で大きく改善した。
　前月比では、製造業の売上高は30ポイント、収益状況が
25ポイント、景況感は35ポイントと全ての項目で大きく改
善した。非製造業では、収益状況は不変、景況感が4ポイント
悪化したが売上高が10ポイントとDI値が改善した。
　情報連絡員による県内の9月の業況報告は、緊急経済対
策効果による公共投資の増加や消費税率引き上げ前の駆け
込み需要などを背景に景気改善の報告が多く見られた。
　製造業では、緩やかな景気回復が広がっている報告があ
る一方、原料や燃料等の高騰による利益確保が難しいとの
報告が多かった。
　非製造業は、猛暑や台風等による影響で生鮮を中心に価
格が高騰している報告があった。
　また、2020年夏季オリンピックの東京開催やリニア中央
新幹線等による県内の経済効果への期待が高まる中、資材
高や労務費高騰などコスト負担増を懸念する報告も多く見
られた。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告

声業界の業
界
の
現
況
は
?

　本
組
合
で
は
、甲
府
市
の
委
託
に
よ
り
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
を
行
っ
て
お
り
、市
内
の
全
27
ル
ー
ト

の
う
ち
15
ル
ー
ト
を
受
託
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、収
集
運
搬

作
業
以
外
に
も
、独
自
に
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
で
収
集
ル
ー
ト
を
巡

回
し
、未
回
収（
取
り
残
し
）ゴ
ミ
の
収
集
、集
積
場
所
の
清
掃
、

苦
情
現
場
で
の
対
応
な
ど
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、平
成
29
年
に
は
、甲
府
市
、笛
吹
市
、山
梨
市
、

甲
州
市
に
よ
る
4
市
合
同
の
広
域
処
理
施
設
が
境
川
町
で
稼

働
と
な
り
、現
在
使
用
し
て
い
る
甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の

焼
却
場
、処
理
施
設
は
廃
止
と
な
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
伴
い
、

収
集
運
搬
車
両
の
燃
料
コ
ス
ト
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

ル
ー
ト
の
見
直
し
や
効
率
的
な
回
収
方
法
な
ど
、業
務
改
善

の
検
討
と
対
応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、現
在
使
用
し
て
い
る
2
ト

ン
車
両
を
段
階
的
に
3
ト
ン
車
両
に
入
れ
替
え
る
な
ど
に
取

り
組
み
、4
年
後
を
見
据
え
た
準
備
を
始
め
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
の
展
開
は
?

　本
組
合
の
業
務
は
、「
い
か
に
す
れ
ば
、安
全
に
且
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
回
収
が
出
来
る
か
」を
常
に
考
え
る
必
用
が
あ
り
、

甲
府
市
民
の
生
活
や
環
境
を
よ
り
良
く
し
、快
適
に
過
ご
し
て

も
ら
う
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
本

組
合
で
は
、作
業
員
が
勤
務
中
に
遭
遇
し
た
事
故
で
の
ケ
ガ

人
、路
上
で
の
急
病
人
な
ど
、緊
急
時
に
お
け
る
対
応
が
図
れ

る
よ
う
、30
名
の
作
業
員
全
員
が
、自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
以
下
A
E
D
）の
操
作

や
救
急
救
命
に
関
す
る

講
習
を
修
了
し
、先
月
ま

で
に
一
部
収
集
運
搬
車

両
へ
の
A
E
D
の
設
置

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　本
来
の
業
務
と
合
わ

せ
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
の
生
活
環
境
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、市
民
に
頼
ら

れ
る
組
合
と
な
り
、存
在

意
義
を
高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動

向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測（
売

上
高
・
原
材
料
等
経
費
・
資
金
繰

り
な
ど
）に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
伊
勢

エ
ビ
や
鮑
等
の
生
鮮
の
取
扱
い

が
依
然
好
調
。全
体
の
売
上
は
、

前
年
同
月
比
１
１
４
%
。し
か

し
、円
安
に
よ
る
輸
入
原
料
の

高
騰
で
利
益
率
は
低
下
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
コ
ン

ビ
ニ
や
O
E
M
、輸
出
向
け
商

品
が
好
調
。全
体
の
売
上
は
、前

年
同
月
比
1
1
3
%
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
季
節
行
事
や

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
売

上
増
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／
Ｏ
Ｅ

Ｍ
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
る

企
業
は
売
上
高
が
上
昇
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
消
費
税

に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
の
感
が

あ
る
。

●
家
具
製
造
／
消
費
税
増
税
に
よ

る
駆
け
込
み
需
要
に
よ
る
景
気

回
復
感
が
あ
る
。

●
印
刷
／
長
期
低
迷
が
続
い
て
い

る
。

●
鉱
業
／
出
荷
は
前
年
比
75
%
。

今
後
、公
共
工
事
と
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
リ
ニ
ア
新
幹
線
等

の
工
事
発
注
に
期
待
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
電
気
料

や
燃
料
代
等
の
負
担
増
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
／
電
気
・
電
子
・

デ
バ
イ
ス
関
連
は
、未
だ
に
回

復
に
至
っ
て
い
な
い
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑵
／
悪
化
傾
向
。

●
一
般
機
器
／
低
単
価
に
よ
り
売

上
高
、利
益
の
確
保
に
苦
戦
。

●
電
気
機
器
／
業
界
全
体
的
に

は
、景
気
が
回
復
傾
向
。

●
宝
飾
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

好
影
響
に
期
待
す
る
。

■
非
製
造
業

　

●
卸
売（
塗
料
）／
販
売
価
格
は
、

下
落
傾
向
に
あ
り
取
引
条
件
も

一
部
で
悪
化
。

●
卸
売（
紙
製
品
）／
販
売
金
額
等

は
上
昇
し
た
が
、古
紙
の
仕
入

れ
価
格
上
昇
に
よ
り
収
益
確
保

難
。

●
小
売（
青
果
）／
野
菜
等
は
高
値

で
推
移
。量
販
店
並
び
に
ス
ー

パ
ー
等
の
安
値
販
売
が
小
売
店

の
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
猛
暑
の
影
響

で
、牛
・
豚
・
鶏
の
出
荷
量
が
昨

年
対
比
20
%
減
。ま
た
、価
格
も

高
値
で
推
移
し
、利
益
が
確
保

難
。

●
小
売（
水
産
物
）／
売
上
が
多
少

回
復
し
た
が
前
年
比
を
上
回
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

●
商
店
街
⑴
／
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
来
街

者
は
増
加
し
て
い
る
が
、売
上

増
に
は
繋
が
ら
な
い
。

●
商
店
街
⑵
／
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
と
な
っ
た
が
、台
風
等
に
よ

り
来
街
者
減
。暑
さ
が
続
い
て

い
る
た
め
秋
物
の
衣
料
品
は
売

れ
行
き
が
悪
い
。

●
不
動
産
取
引
／
来
春
の
消
費
税

増
税
に
伴
い
住
宅
取
得
減
税
や

補
助
金
制
度
等
に
よ
り
住
宅
の

駆
け
込
み
需
要
が
減
少
。

●
宿
泊
業
⑴
／
台
風
の
影
響
で
キ

ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
。

●
宿
泊
業
⑵
／
価
格
競
争
が
止
ま

ら
ず
確
保
難
。

●
美
容
業
／
景
気
回
復
感
が
あ
る

が
、高
単
価
の
施
術
は
少
な
く

客
単
価
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理（
産
廃
系
）／
公
共

事
業
関
連
の
廃
棄
物
の
収
集
量

は
変
化
が
な
い
が
、民
間
企
業

の
収
集
量
と
受
注
金
額
が
悪

化
。ま
た
、燃
料
費
や
人
件
費
の

上
昇
も
追
い
打
ち
を
か
け
経
営

を
圧
迫
。

●
警
備
業
／
富
士
山
の
警
備
は
、

マ
イ
カ
ー
規
制
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
昨
年
対
比
20
%
の

警
備
員
の
増
員
と
な
っ
た
。

●
建
設
業（
住
宅
関
連
）／
消
費
税

増
税
前
の
駆
け
込
み
受
注
増
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
消
費
税
増
税
に
よ
る

駆
け
込
み
需
要
期
待
。円
安
等

に
よ
る
建
築
資
材
の
高
騰
や
人

材
不
足
に
よ
る
賃
金
の
上
昇
が

経
営
を
圧
迫
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
材
料
価
格
の

値
上
が
り
に
と
も
な
い
受
注
価

格
も
上
昇
の
兆
し
が
あ
る
。見

積
り
引
合
い
は
首
都
圏
を
中
心

に
増
加
傾
向
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
仕
事

量
は
増
え
て
は
い
る
が
、価
格

競
争
が
続
い
て
お
り
受
注
価
格

は
減
少
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
8
月
の

山
梨
県
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、前
年
同
月
比
2
0
0
戸
の

大
幅
増
と
な
り
、消
費
税
増
税

を
見
込
ん
だ
駆
け
込
み
需
要
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
景
気
の
回

復
感
は
な
く
円
安
に
よ
る
燃
料

費
や
輸
入
資
材
の
高
騰
等
に
よ

り
経
営
を
圧
迫
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
法
改
正
に
よ
り

人
件
費
が
増
加
し
経
営
は
厳
し

い
。

甲
府
市
廃
棄
物
協
業
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　三
枝 

政
義 

氏

甲
府
市
廃
棄
物
協
業
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　三
枝 

政
義 

氏

9月分
平成25年

AED設置車両 甲府市廃棄物協業組合
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会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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地
域
の
木
材
で
家
を
建
て
、ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!

「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
」実
施
中（
林
野
庁
補
助
事
業
）

〜
地
球
を
守
り
・
地
域
を
守
り
・
家
族
を
守
る
〜

一般社団法人山梨県木材協会　T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県
木
材
協
会（
戸
栗
敏
理
事
長
）は
今
年

度
、林
野
庁
所
管
の
「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
お
け
る
ポ

イ
ン
ト
申
請
書
の
受
付
・
確
認
を
行
う
全
国
事
務
局
と
連
携
し
、

登
録
工
事
業
者
の
認
定
を
行
う
都
道
府
県
協
議
会
と
し
て
、各
種

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、平
成
24
年
度
補
正
予
算（
４

１
０
億
円
）事
業
と
し
て
国
産
木
材
の
利
用
を
促
進
し
、農
山
漁

村
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、地
域
の
木
材（
山
梨
県
産
材
ほ
か
）を

一
定
以
上
使
用
し
た
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
消
費

者
に
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
付
与（
最
大
で
60
万
ポ
イ
ン
ト

（
1
P
1
円
相
当
））し
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
の
農
産
水
産
物
、

加
工
品
、伝
統
工
芸
品
な
ど
と
交
換
す
る
こ
と
で
、地
域
産
業
の

振
興
を
も
目
指
す
も
の
。ポ
イ
ン
ト
の
交
換
対
象
と
な
る
商
品
は
、

農
水
産
物
、伝
統
工
芸
品
の
他
農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
体
験
型

旅
行
、商
品
券
：
全
国
商
品
券
・
プ
リ
ペ
イ
ト
カ
ー
ド
、地
域
商
品

券
、森
林
づ
く
り
・
木
づ
か
い
活
動
に
対
す
る
寄
付
、特
定
被
災
地

域
に
対
す
る
寄
付
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、当
協
会
で
申
請
の
受
付
、

相
談
に
随
時
応
じ
て
い
る
。

　山
梨
県
木
材
協
会
は
、「
住
ま
い
や
身
の
回
り
に〝
常
に
〞木
の

ぬ
く
も
り
、木
の
香
り
を
届
け
た
い
」
と
い
う
県
内
の
木
材
関
連

加
工
・
製
材
・
流
通
・
販
売
及
び
建
築
施
工
業
者
な
ど
、需
用
者
の

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、会
員
資
格
の
裾
野
を
広
げ

設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
ほ
か
、山

梨
県
産
材
認
証
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
運
営
、木
造
住
宅
へ
の
補
助
、

製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
の
審
査
・
認
定
、人
に
や
さ
し
い
木
工
品
の
販

売
も
行
っ
て
い
る
。

　戸
栗
理
事
長
は
、「
森
林
は
県
土
の
保
全
、水
資
源
の
確
保
、快

適
な
生
活
環
境
形
成
と

大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。森
か
ら
生
ま
れ

る
木
材
は
、再
生
産
・
再

利
用
可
能
な
人
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
優
れ

た
天
然
素
材
。地
域
の
木

材
を
住
宅
に
、家
具
な
ど

の
製
品
に
、バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用
し

て
、地
域
の
森
林
に
、地

域
の
産
業
に
元
気
を
与

え
た
い
。」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

組
合
設
立
30
周
年

　
　
　
　記
念
感
謝
祭
を
開
催

山梨県食品工業団地協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

サクライザーショー

餅つき大会 挨拶する武田理事長

組合員にイベントバッジを配布し、
協力を呼びかけている。

ライトダウン前（上）とライトダウン後（下）の甲府盆地
（ライトダウン甲府バレー実行委員会提供）

　山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同

組
合（
武
田
信
彦
理
事
長
）は
、10

月
6
日（
日
）、甲
府
市
下
曽
根
町

の
よ
っ
ち
ゃ
ん
食
品
工
業
㈱
敷
地

内
で
組
合
設
立
30
周
年
記
念
感

謝
祭
を
開
催
し
、約
1
，4
7
0

人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。開
会

式
に
は
、山
梨
県
知
事
代
理
高
根

産
業
労
働
部
理
事
、宮
島
甲
府
市

長
、本
会
内
藤
会
長
の
他
、多
く
の

来
賓
が
出
席
し
た
。

　同
組
合
は
、昭
和
58
年
に
食
品

製
造
業
者
及
び
関
連
業
者
13
名

に
よ
り
設
立
さ
れ
、高
度
化
資
金

を
活
用
し
て
食
品
工
業
団
地
を
建

設
し
操
業
を
開
始
し
た
。以
来
、各

種
共
同
事
業
へ
積
極
的
に
取
り
組

み
、組
合
を
築
き
上
げ
て
き
た
。こ

の
間
、バ
ブ
ル
の
崩
壊
、食
品
の
安

心
・
安
全
問
題
な
ど
様
々
な
難
局

を
乗
り
越
え
、今
日
ま
で
健
全
経

営
を
続
け
、県
下
有
数
の
財
政
基

盤
を
誇
っ
て
い
る
。

　感
謝
祭
は
、地
域
住
民
、従
業
員
に
30
年
分
の
感
謝
を
込
め
て

開
催
さ
れ
、各
社
製
品
の
奉
仕
価
格
で
の
販
売
、屋
台
で
の
飲
食

の
ほ
か
、「
金
魚
す
く
い
」「
鯉
釣
り
」な
ど
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、ス

テ
ー
ジ
で
は
、餅
つ
き
大
会
、当
地
ヒ
ー
ロ
ー「
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
」の

シ
ョ
ー
や
地
元
シ
ン
ガ
ー
・

サ
ノ
ケ
ン
等
の
ラ
イ
ブ
、更

に
ホ
リ
プ
ロ
お
笑
い
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、拍
手
や
歓
声

で
湧
き
上
が
っ
て
い
た
。祭

り
の
最
後
を
飾
っ
た
の
が

「
大
抽
選
会
」で
、10
等
か

ら
抽
選
を
行
っ
て
い
く
と
、

会
場
は
徐
々
に
盛
り
上
が

り
は
じ
め
2
等「
L
E
D
32

型
テ
レ
ビ
」、1
等
の「
サ
ッ

ポ
ロ
ペ
ア
宿
泊
券
」の
発
表

で
熱
気
も
最
高
潮
に
達
し
、

大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
祭

り
の
幕
を
閉
じ
た
。

〜
社
会
と
共
に
あ
る
業
界
づ
く
り
〜

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
」に
協
力
!

山梨県遊技業協同組合　T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
遊
技
業

協
同
組
合（
大
森

武
正
理
事
長
）は
、

光
害
の
な
い
本
物

の
暗
い
空
に
輝
く

き
れ
い
な
星
空
を

見
て
も
ら
う
「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府

バ
レ
ー
」
に
賛
同

し
、毎
年
協
力
を

行
っ
て
い
る
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
平

成
11
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の

で
、今
年
で
15
回

目
を
迎
え
る
。今

年
は
11
月
2
日（
土
）20
時
〜
21
時
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
予

定
で
あ
り
、本
組
合
の
組
合
員
店
舗
で
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
。

　本
組
合
で
は
、以
前
よ
り
「
社
会
と
共
に
あ
る
業
界
づ
く
り
」

事
業
と
し
て
、社
会
福
祉
活
動
、防
犯
・
交
通
安
全
活
動
、地
球
温

暖
化
防
止
活
動
等
を
推
進
し
て
い
る
。今
回
の
事
業
協
力
も
、社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
。ま
た
、ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

を
行
う
こ
と
に
よ
り
消
費
電
力
の
削
減
に
も
な
り
、経
費
削
減
に

も
繋
が
る
。こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
本
組
合
で
は
組
合
員
に
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
当
日
、組
合
員
店
舗
で
は
営
業
に
著
し
く
影
響
を
与

え
な
い
範
囲
で
、ネ
オ
ン
サ
イ
ン
や
外
部
ラ
イ
ト
な
ど
を
消
灯
す

る
。こ
れ
に
よ
り
、地
上
の
明
か
り
が
消
え
、夜
の
星
空
が
よ
り
鮮

明
に
見
え
る
こ
と
と
な
る
。ま
た
、二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
な
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
繋
が
る
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
に
対
し
、大
森
理
事
長
は
「
当
業
界
で
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
C
O
2
削
減

に
取
り
組
む
こ
と
を
全
国
決
議
し
て
い

る
。そ
の
た
め
、各
店
舗
で
は
電
気
使
用

量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
、日

頃
か
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
る
。甲
府

の
星
空
を
取
り
戻
す
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
当
初
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
本
組
合
の
こ
の
取

り
組
み
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

会社創業記念品「はし置き」
「人にやさしい木製品 成長の証、年輪もくっきり!」



第三種郵便物認可　平成25年11月１日（金曜日）中小企業タイムズ（5）
A

C
T

I
V

E
 

K
U

M
I

A
I

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

　山
梨
県
自
動
車
整

備
商
工
組
合
・（
一
社
）

山
梨
県
自
動
車
整
備

振
興
会（
荻
原
公
明
理

事
長
・
会
長
）で
は
、本

年
４
月
よ
り
着
工
し

た
教
育
実
習
場
の
増

築
・
改
築
工
事
が
こ
の

ほ
ど
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、10
月
10
日（
木
）

完
成
を
祝
し
竣
工
式

を
開
催
し
た
。

　業
界
で
は
、保
有
率

の
高
ま
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
な
ど
高
性
能
化

す
る
自
動
車
や
次
世

代
自
動
車
普
及
を
見
据
え
た
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、整

備
技
術
向
上
と
技
術
指
導
者
の
育
成
に
努
め
る
た
め
、平
成
23

年
度
よ
り
教
育
実
習
場
の
増
築
・
改
築
工
事
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
て
き
た
。完
成
し
た
教
育
実
習
場
は
、増
改
築
工
事
・
実
習

教
材
・
機
器
導
入
等
の
総
事
業
費
は
約
１
億
３
千
万
円
で
、増

築
部
分
は
延
べ
床
面
積
で
2
9
2
㎡
、実
習
室
の
増
設
や
研
修

会
場
の
改
装
な
ど
重
要
度
の
高
ま
る
設
備
が
更
に
充
実
し
て

い
る
。

　ま
た
従
来
の
整
備
・
技
術
講
習
の
み
な
ら
ず
、電
子
制
御
整

備
に
対
応
す
る
故
障
診
断
・
技
術
講
習
会
、ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

基
本
・
応
用
研
修
会
な
ど
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
、施
設
・
設

備
等
の
更
な
る
充
実
・

教
化
や
診
断
機
等
の
高

度
な
教
育
教
材
の
導
入

な
ど
総
合
的
な
教
育
体

系
が
築
か
れ
た
。

　一
方
屋
根
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
れ
、

売
電
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
業
界
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
発
信
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

教
育
実
習
場

　
　

 

増
築
・
改
築
工
事
が
完
了

次
世
代
自
動
車
を
見
据
え
た
総
合
的
な
教
育
体
系
の
充
実
強
化

T O P I C S ・・・・・・・・・山梨県自動車整備商工組合・（一社）山梨県自動車整備振興会  

　10月2日、山梨学院大学にて県内若手経営者と学生の交
流会が行われ、青年中央会役員7名を中心に様々な業種の
若手経営者14名と山梨学院大学の学生延べ40名が参加し
た。地域中小企業人材確保定着支援事業の一環として開催
されたこの交流会は、企業の経営方針や人材育成など学生
の質問に経営者が答えつつ、中小企業の魅力や働きがいを
伝えることにより、学生に県内中小企業への理解を深めて
もらい、就職活動への一助としてもらう目的で行われた。
　第1部の情報交換会では、5つのグループに分かれて討
議が行われた。各テーブルでは、企業、業界、経営者の日々
の仕事の内容や企業の求める人材像、学生生活の過ごし方
など学生からの幅広い質問に対して、経営者は経験に基づ
いたアドバイスを送るといった光景が見られ、学生も真剣
に耳を傾け、活発な意見交換が行われた。討議終了後には、
懇談の中で学んだことについて各グループの学生の代表
から発表があった。
　会場を移し、飲食を交えて行われた第2部の全体交流会
では、学生の緊張も解け、各テーブルでの懇談は大いに盛
り上がりを見せ、盛会のうちに終了した。
　交流会を終え参加した経
営者からは、「中小企業、業
界を知ってもらう貴重な機
会であり、学生の企業に対す
る視方を知る事ができた。ま
た機会があれば参加、協力
したい。」との感想をいただ
いた。学生にとっても就職す
る前の段階で、経営者と直
接対話することができる場
は大変貴重であった。

　山梨県中小企業団体中央会は、9月27日（金）甲府市「ベルクラシック甲
府」において「第1回地域中小企業合同就職説明会」を開催した。
　この説明会は、地域中小企業の人材確保等を目的に、平成26年3月に大
学・短大･専門学校等を卒業予定の学生等とその学生等の採用を検討してい
る中小企業等のマッチングの場として開催され、43社の中小企業と100名
を超える学生等が参加した。
　参加した学生等は、自らの希望職種を求め、幾つもの企業ブースを回り、仕
事の内容や経営状況等の説明を熱心に聞き取ることや自己PRを積極的に
行っていた。
　また、この説明会は、採用意欲のある中小企業の魅力を発信し、学生の企
業選択の範囲を広げる事などを目的に本会が今年度取り組んでいる「地域
中小企業人材確保定着支援事業」の一環として開催されており、他の説明会
と違い参加企業を中小企業者に限定している。
　これは、大企業等と比較すると知名度が低く、労働条件を高く設定するこ
とが難しい中小企業を、大学生が就職したいと思う企業の選択肢に加えるた
めには、中小企業の魅力や働きがいを積極的に学生等に伝えることが必要で
あるとの考えから行われており、次回は11月28日の開催を予定している。

中小企業者限定の
合同就職説明会の開催

●問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会　労働課　
　　　　　　　　（次回説明会の参加企業申込期限　11月7日）
　　　　　　　　TEL：055-237-3215

県
内
若
手
経
営
者
と
学
生
の
交
流
会

県
内
若
手
経
営
者
と
学
生
の
交
流
会

山梨県中小企業団体青年中央会

企
業
経
営
者
と
の『
ざ
っ
く
ば
ら
ん
』談
義

企
業
経
営
者
と
の『
ざ
っ
く
ば
ら
ん
』談
義

活発な質疑応答が行われた

グループに分かれての情報交換会
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▶学生
　はじめに、会社概要についてお聞かせください。

▶経営者
　我社は寛延3年（1750年）よりこの地で酒造業を行って
おり、今年で創業263年になります。酒造りだけでなく、日
本酒醸造に使用する麹を利用した塩麹やそれをベースに
した関連商品、酒粕の甘酒などがあります。他にはレスト
ランも経営しています。お酒は自社の商品を揃えていて、
料理は地産地消を掲げたメニューになっており、特に地域
資源を取り入れたメニューを提供しています。その他に
は、自社で使う酒米も生産しており、お客様が見学できる
ように会社周辺の田んぼで作っています。

▶学生
　従業員に求めているものはなんですか?

▶経営者
　最近は、奇想天外な発想をする人が少ないと思います。
ものづくりの会社としては、奇想天外な見方・考え方をす
る人が必要です。みんなが同じ角度から考えてしまうと
我々のものづくりはあまり良い結果を生みません。
　もちろん、人間関係を円滑に進めることは大切だと思い
ます。コミュニケーションがとれなければ会社の一員とし
てうまくやっていけません。人間関係が仕事にも大きく影

響するので、コミュニケーション能力は必要不可欠だと思
います。
　また、一人前に仕事ができるようになり、会社や先輩に
「仕事仲間」と認めてもらうためには努力が必要だと思い
ます。いつまでも初心者の気持ちでは困ります。おおよそ
の仕事ができるようになるには三年くらいかかります。
「石の上にも三年」ということわざがあるように、三年程度
は辛くても辛抱して仕事を続けることで真の仕事が見え
てくるはずです。この期間は会社側、従業員側にとっても
お互いを知る大切な時間です。私は常に従業員に対して
自分の持てる力を出し切っているかを評価の基準にして
います。良い仕事をするためには、与えられた仕事を好き
になるよう努力することも必要です。
　企業にとって望む人材の要件の一つとして、臨機応変
に対応できる人が望ましいと思います。ルールを守ること
も大事ですが、その場に応じて臨機応変に対応することも
大事です。一年目は上司から言われたことしかできないか

もしれませんが、別の仕事も任されるようになると機転を
きかせて進めていくことは大事だと思います。

▶学生
　地域貢献についてはいかがですか。

▶経営者
　地域貢献としては会社のあるこの“台ケ原地区”の活性
化に注力していきたいです。長年ここで商売させていただ
いている地域住民の皆様に感謝の気持ちを忘れてはいけ
ないと思っています。今年で11年目になる「台ケ原宿市」
というお祭りを地域全体で協力して行っており、地域の人
とコミュニケーションをとることができ、私にとってもプ
ラスになっています。この台
ケ原を活性化させるために
も継続させていきたいと
思っています。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営実態や求め
ている人材等について直接聞き取ることにより、学生と企業の相互理解を促進
し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としております。

学生企業レポート学生企業レポート 第 12 回

学生企業レポート学生企業レポート 第 13 回

経営者に 聞きました!

石の上にも三年石の上にも三年
学 生 経営者

山梨銘醸 株式会社
代表取締役

北原 兵庫 氏

山梨県立大学
国際政策学部 総合政策学科

3年　中澤 友里 さん

▶学生
　会社の概要･事業内容を教えてください。

▶経営者
　大正4年2月に創業した「喜月堂」は大正・昭和・平成と葬具・
神仏具・和菓子を販売してまいりました。平成10年4月、これか
ら大きく変化していくだろう新たな葬祭サービスの時代に対応
すべく葬祭部門を分離独立し「株式会社セレオ」を創業いたし
ました。平成11年1月に峡北地域初の葬祭場として「セレオ
ホール韮崎」を開業、その後「セレオホール長坂」そして「セレオ
ホール甲斐」と3つのセレモニーホールを中心に現在まで葬祭
サービス事業を展開しております。私どもは常にご遺族の立場
に立ち「いいお葬式だったね」そんな言葉をかけていただける
お別れを目指しており、その人なりの人生やご遺族の想いが伝
わる葬儀を提案、応援しております。
　葬儀の依頼は時間を選びませんので24時間対応が基本とな
ります。いつまでも消費者の方々との「安心と信頼」が結べるよ
う、常に社員一同、研鑚を重ねております。

▶学生
　業界の現状は?

▶経営者
　自宅などで行われてきた葬儀はすっかり影をひそめ、セレモ
ニーホールを利用しての葬儀に移行しております。狭い山梨県
の中でも各地にセレモニーホールが乱立している現状です。山
梨県民は毎朝まず新聞のお悔やみ欄を確認する方が非常に多

いと言われております。横のつながりが強く、義理ごとを大切に
する県民性だと思います。その中で葬送儀礼が延々と続いてき
ました。しかし、時代背景もあり、最近では家族だけでの葬儀や
火葬するだけで葬儀を行わない直葬が少しずつ増えていく傾
向にあるように思います。

▶学生
　葬祭業の社会的使命とは…?

▶経営者
　日本人は冠婚葬祭を大切にする国民性があると思います。
「死に様は生き様」とよく言われますが、「生きたときの集大成
が亡くなったときのその人の葬儀に現れてくるな」と葬儀をし
ていてよく思います。今後は葬儀の形態も変わってくるとは思
いますが、我々の心の根底に流れる葬送文化を次の世代に伝え
てゆくのも業界としての使命かも知れません。
　私どもの会社は、山梨県葬祭業協同組合に加盟しておりま
す。さらに全日本葬祭業協同組合連合会にも加盟し活動してお
ります。先の東日本大震災では多くの尊い命が失われました。

業界団体として棺、骨壺、ドライアイス等の物資支援、ご遺体搬
送等の人的支援を行いました。これも社会的使命であると思っ
ております。

▶学生
　人の死に関わることについてどうお考えですか?

▶経営者
　いかなる「いのち」も差別や偏見なく等しく尊重されるべき
である。という考えに立ち故人の尊厳を第一に考えます。
　若くして亡くなられる方もいれば、天寿を全うされる方もい
ます。どんな方にもその人だけの尊い命があります。そして悲し
みの中にいる遺族の方のお手伝いを少しでもできればというこ
とを考えます。その中でグリーフワーク（悲しみを徐々に受け入
れていく過程を共有すること）ということも考えます。一日でも
早く普通の生活に戻っていただきたいということに対して我々
は少しでもお手伝いができればと思っています。
　葬儀を通して「いのちの大切さ」を伝えたいと思います。

人の尊厳を
　　第一に考える
人の尊厳を
　　第一に考える

学 生 経営者

株式会社 セレオ
代表取締役社長

保坂 孝夫 氏

山梨学院大学
経営情報学部　経営情報学科

1年　山﨑 大輔 さん

▶第12回目となる今回は、山梨県立大学 国際政策学部 総合政策学科 3年 中澤友里さんが、山梨銘醸株式会社 代表取締役 北原兵庫氏を取材しました。

▶第13回目となる今回は、山梨学院大学 経営情報学部 経営情報学科 1年 山﨑大輔さんが、株式会社セレオ 代表取締役社長 保坂孝夫氏 を取材しました。

取材を終えて…
　今回、初めての取材で緊張することもありましたが、普段お聞きすることができない経営者の取材をす
ることができ、とてもいい経験になりました。葬祭業ということで知らないことも多く、難しい業種だと
思っていたのですが、とても分かりやすく丁寧にお答えしていただき、大変勉強になりました。取材の中
で、人生の最期を締めくくる儀式に携わるという仕事の中で尊厳を第一に考え、こだわりを持ってお送り
するということにこのお仕事の奥深さを感じました。今回取材させていただいた株式会社セレオ様をはじ
め、この企業レポートにご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

取材を終えて…

　経営者の方に直接お話を聞けるということで、緊張しましたがとても良い話を聞くことができ
ました。取材の中で仕事ができるようになるには三年はかかるというお話がありました。仕事と
いうのは大変なこともあり、あきらめたくなることもあると思いますが、三年は我慢をし、それを
乗り越えることでやっと一人前に仕事を任せてもらえるようになるのだと思いました。今回の取
材で得たことを今後の就職活動に活かしていきたいと思います。貴重な経験をさせて頂き、あり
がとうございました。
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　従業員101人以上の企業は、仕事と子育ての両立のため一般事業
主行動計画の策定・届け出、公表・周知することが義務づけられてい
ます。（100人以下の企業は努力義務）
　行動計画を策定して、認定に向けて是非、取り組んで下さい。

●一般事業主行動計画とは?
 企業が、社員の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、
子育てをしていない社員も含め多様な労働条件の整備などの取り組
みを行うために、
　①計画期間　 ②目標　 ③その目標達成のための対策と実施期間
の3つの事項を定める行動計画のことです。

●事業主がするべきこと
① 一般事業主行動計画の策定
② 一般事業主行動計画を社外に公表
③ 一般事業主行動計画を従業員に周知
④ 一般事業主行動計画策定届けを労働局に届出
⑤ 一般事業主行動計画の実施

●一般事業主行動計画の詳細については、厚生労働省のホームページ
でご確認下さい。また、行動計画モデル例、届出様式は、山梨労働局の
ホームページからもダウンロード出来ますので、ご活用下さい。
　http://yamanashi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

くるみんマーク認定 次世代育成支援推進センター（山梨県中小企業団体中央会）よりお知らせ

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定しましょう!
を目指してみませんか?

生涯現役社会実現環境整備事業とは
　人口の減少と高齢化の進展により労働力人口が大幅に減少する
ことが懸念される中、我が国の経済･社会の活力を維持していくた
めには、高年齢者が健康で、意欲と能力がある限り年齢に関わりな
く働き続けることができる社会（以下「生涯現役社会」という。）の
形成が重要であることから、高年齢者が健康で、意欲と能力がある
限り年齢に関わりなく働き続けることができるよう、職務経歴や企
業年金等の社会保障制度等を踏まえた高齢期における職業生活設
計を高年齢者自ら行い、当該設計を踏まえた働き方ができるよう
セミナー等を実施することにより、生涯現役社会の実現に向けた
高年齢者の環境整備を図ることを目的に、山梨労働局から委託を
受け、中央会が実施するものです。

対象者
　次のいずれかに該当する55歳以上の方を対象者とします。
①ハローワーク等において求職活動を行っている方
②会社、団体又は自営業主に雇われて給料、賃金を得ている方で
あって、1年を超える又は雇用期間を定めない契約で雇われてい
る方

　この最低賃金は、下記の特定（産業別）最低賃金の適用を
受ける労働者を除き、県内の事業所で働くすべての労働者
に適用されます。

●電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業
　　平成24年12月28日より ▶1時間 798円
●自動車・同附属品製造業
　　平成24年12月28日より ▶1時間 806円

1時間

山梨県の最低賃金が
改正されました。
山梨県の最低賃金が
改正されました。

（平成25年10月18日以降）

706円
お問い合わせは　　山梨労働局賃金室……TEL055-225-2854　　甲府労働基準監督署…TEL055-224-5611
　　　　　　　　　都留労働基準監督署…TEL0554-43-2195　　鰍沢労働基準監督署…TEL0556-22-3181

山梨労働局委託事業 平成25年度 生涯現役社会実現環境整備事業

お問い合わせ先　　山梨県中小企業団体中央会　労働課
　　　　　　　　　TEL 055-237-3215

生涯設計セミナーの
開催

高年齢者に対する相
談・援助

生涯現役社会の実現
に向けた高年齢者
ニーズ調査

高年齢者に対して、生涯現役社会の実現に向け
た高齢期（おおむね55歳以上をいう。）におけ
る職業生活設計に係るセミナーを開催します。

中央会に相談窓口を設置し、高年齢者に対して
個々のニーズや適性・能力等に応じて、職業生
活設計が行えるよう、生涯現役実現相談員が、
相談・援助業務を行います。

県内に居住する高年齢者に対して、生涯現役社
会の実現に向けた方策や山梨県で最も適した
働き方等の検討に資するための調査を実施し
ます。



中小企業タイムズ（8）第三種郵便物認可　平成25年11月１日（金曜日）

編
集
後
記

　中央会の活動について会員の皆様に再確認しても
らうため中央会ＨＰに掲載されている活動内容を紹
介します。

▶山梨県中小企業団体中央会とは？
　中小企業団体中央会は、中小企業等協同組合法に
より、中小企業の組合等を会員として設立された公益

性の高い特別法人です。中央会では、組合等の設立や
運営の支援、任意グループなどの緩やかな連携組織
の形成支援などを行っているほか、経営革新、ものづ
くり、金融、税制や労働問題など中小企業の経営につ
いて、いつでも相談に応じています。
　山梨県中小企業団体中央会は、山梨県内の中小企
業・組合組織・各種団体を支援しています。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　企業が健全に成長・発展をしていくためには、人間と同様に、定期的に健康状態をチェックすることが
必要です。
　社内では、それぞれの立場によって、経営課題や危機意識などにギャップがあるのは当然ですが、その
ギャップの広がりに気付かず放置しておくと、企業風土の低下や業績の悪化など、重大な影響を与えか
ねません。
　そこで、このセミナーでは、企業の抱える様々な課題を「見える化」するための手法として、「企業の健
康診断」＝「組織診断（人事ドック）」の説明とともに、職場環境の活性化による業務効率のアップを図る
ためのヒントを提供していきます。
　セミナーには、社会保険労務士の加藤里美先生を講師にお招きし、具体例を示しながら、分かりやすく
解説していただきます。

　10月19日（土）、山梨県中小企業団体中央会は、笛吹市「ウッドストッ
クカントリークラブ」において、中小企業団体の親睦と交流を図る事を目
的に第44回中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催した。
　当日は、天候の心配もされましたが、プレー開始頃には雨も上がり、中
央会会員をはじめとする77名が団体戦、個人戦に参加し、ゴルフの腕を
競いながら会員間の親睦を深めていた。
　また、プレー終了後には参加者同士の交流会も兼ねた表彰式が開催さ
れ、個人戦と団体戦の順位賞の他、ニアピン、ドラコンなどの特別賞（個
人戦）が発表され、それぞれ賞品が贈られた。団体戦では「山梨県食品工
業団地協同組合」、個人戦は「辻宏幸氏（山梨県造園建設業協同組合）」が
それぞれ優勝を獲得した。

インターネットで最新の人材情報をどうぞ

URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
山梨県甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル4階  TEL.055-235-6236  FAX.055-235-6252

公益財団法人 産業雇用安定センター 山梨事務所
安心と信頼のネットワーク

（一社）山梨県トラック協会　（公社）全日本トラック協会

山梨県中小企業団体中央会が推進する

安い掛金で 大きな安心

自動車共済自動車共済
24時間事故受付で、緊急連絡にそなえて万全の

事故処理体制をとっています。万一の事故のと

きは、顧問弁護士や専門職員が示談交渉にあた

り、解決するまで協力します。

関東自動車共済協同組合
山梨県支部

〒400-0035　甲府市飯田 4-4-2　自動車共済ビル
TEL 055-237-8331 ㈹

事務局　山梨県中小企業団体中央会　労働課
山梨県甲府市飯田2-2-1　TEL 055（237）3215　FAX 055（237）3216

最低賃金中小企業相談
支援事業セミナーのご案内
最低賃金中小企業相談
支援事業セミナーのご案内

●開催日時　　平成25年12月12日（木） 14：00～16：30
●開催場所　　甲府市飯田2-2-1　「中央会研修室」
●テ － マ　　「組織診断による企業の活性化について」
　　　　　　　～人事ドックで職場が元気になるヒントを見つけませんか？～
●講　　師　　加藤社会保険労務士事務所　加藤 里美 氏
●主　　催　　山梨県中小企業団体中央会労働課 （最低賃金総合相談支援センター）
　　　　　　　　※定員（30名）になり次第締め切らせて頂きます。

中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催

団体戦　
優　勝 …… 山梨県食品工業団地協同組合
準優勝 …… 山梨物流事業協同組合
１　位 …… 山梨県冷凍空調設備事業協同組合
２　位 …… 山梨県水晶宝飾協同組合
３　位 …… 山梨県撚糸工業組合
個人戦　※敬称略
優　勝 …… 辻　　宏幸（山梨県造園建設業協同組合）
準優勝 …… 望月　　平（山梨中央建設協同組合）
１　位 …… 滝田　雅彦（山梨生コンクリート協同組合）
２　位 …… 小俣　兼房（山梨県撚糸工業組合）
３　位 …… 小沼　省二（山梨県信用保証協会）

第44回

優勝した山梨県食品工業団地協同組合会員
（写真右）と当会内藤会長（写真左）

ナイスショット

お 申 し 込 み
お問い合わせ先


